
 【宮内小学校】 事故発生時の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近隣の医療機関】   

診療科目 病院名 電話番号 診療時間 学校医 

内科 

小児科 
ひろしまこどもクリニック 0829-37-1230 

9：00～12：00 

15：00～18：00 
〇 

外科 

整形外科 
かぎもと形成外科 0829-31-3832 

9：00～12：00 

15：00～18：00 
 

脳外科 

田口脳心臓血管クリニック 0829-30-7788 
9：00～13：00 

15：00～18：00 
 

斉藤脳外科クリニック 0829-20-1212 

8：50～13：00 

15：00～18：00 

土)15：00～17：00 

 

眼科 アイビー眼科 0829-37-3030 
9：00～12：30 

15：00～18：00 
 

歯科 渡辺歯科 0829-39-4618 
9：00～12：30 

14：00～18：00 
〇 

○スポーツ振興センターの「スポーツ事故対応ハンドブック」を参考にして、傷病者の症状から

判断する。 

※判断に迷った場合は、「＃７１１９（救急安心センター）」に電話、または、全国版 

救急受診アプリ（Q助）を活用する。 

救急車の要請 

○生命・安全を最優先とした対応 

 ・応急手当、救急要請、救急車付添 等 

○正確な状況把握 （事案の内容を時系列で記録） 

 ・負傷の箇所、負傷の経緯 等 

 ・周囲の児童生徒からの聴き取り 

○組織での対応 

 ・複数の教職員に協力要請 

 ・管理職への迅速な報告 

○役割分担 

 ・医療機関への付添、保護者連絡、 

状況確認の記録 等 

○保護者との連携 

 ・迅速な一報、状況説明 

○関係機関への通報・協力要請 

 ・教育委員会や警察 等 

初期対応のポイント 

児童生徒からの聴き取り 
休憩時間等、教職員が事故状況を確認

していない場合は、現場周辺にいる児童

生徒から聴取し、事故発生時の正確な状

況把握に複数の教職員で努める。 

・聴き取りの内容と時刻を記録する。 

・周囲にいた複数の児童生徒から聴き 

取りを行う。 

保護者との連携 

保護者と連絡がとれる場合は、事故状

況を説明し、受診の有無を伝え、受診す

る病院について連携する。 

保護者と連絡がとれない場合は、事故

状況等から直接病院へ搬送するかの判断

を管理職を含めた複数の教職員で行う。 



皮膚科 かぎもと皮フ科 0829-31-3832 
9：00～12：30 

15：00～18：30 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 傷病者の症状の確認 
● 事故の目撃者から聴き取りを行うなどして、発生 
 した事態の正確な状況の把握 
● AEDの手配、１１９番通報（依頼又は直接） 
 
 
 
● 心肺蘇生法などの応急手当（現場で直ちに） 
● 複数の教職員に協力要請 
● 駆けつけた教職員と把握した状況を共有 
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者 
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※発見者の具体的行動例 
・大きな声で周りに知らせる。 
・「大丈夫？」だけではなく、「どこが痛
い？」「吐き気はある？」など具体的に
確認する。 

・傷病者の状況や様子を記録する。等 

※頭頸部外傷については、時間

が経ってから症状が急変する可

能性があるため、医療機関を受

診することを基本とする。 

【参考】文部科学省「学校の『危機管理マニュアル』等の評価・見直しガイドライン」 

重大事故等対策本部 
（重大な事故等の場合） 

教育委員会 

医療機関 

管
理
職
と
養
護
教
諭
等
で 

判
断
し
て
通
報 

救急車や警察の出動要請 
（１１９番）（１１０番） 

※傷病者の症状確認の例 
・意識レベルの確認 
・頭痛や腹痛、嘔気嘔吐の有無の確認 
・手足のしびれや痙攣の有無の確認 
・外傷や出血の有無の確認  等 

傷 病 者 発 生 

状況に応じて相談 
確
認
・支
援 

状
況
を
説
明
・ 

 

医
療
機
関
の
確
認 

報告 

報告 

指示 

応援要請 

指示 

報告 

応援要請 

応援要請 

※現場から１１９番通報を行った場合は電話を

介した通信指令員の指示に従い救命措置 

養護教諭 

校長（教頭） 

教職員 

※役割分担例 
・事故対応者への応援や 

管理職への連絡 
・傷病者への対応 
・救急車への連絡 
・状況把握の聴き取りと 
 記録 


